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KagoshimaPrefecturefromAprill，１９７９throughMarch31，1980・

１．緒言

昭和54年５月の第３回ＩＥＡ（国際エネルギー機関）

閣僚理事会における「自由世界のエネルギー需給見通

し」によると，エネルギー源の中心を占める石油の需

給バランスは，昭和60年に達するまでに崩壊し，それ

以後は需給ギャップが次第に増加していくことになっ

ている．そして今世紀末における石油需給予想では，

１日あたり9300万バーレルの需要に対して，ＯＥＣＤ

(経済協力開発機構）地域から1400万バーレル，ＯＰＥＣ

(石油輸出国機構)地域から3800万バーレル,非ＯＰＥＣ

地域から1300万バーレルの合計6500万バーレルは供給

可能であるが，どうしても１日あたり2800万バーレル

の需給ギャップを生ずるとしている．これに対応する

ためのわが国は，昭和54年８月の総合エネルギー調査

会需給部会の「長期エネルギー需給暫定見通し（中間

報告)」によると，全エネルギーの中の輸入石油の構

成比を現在の約75％から昭和65年には50％にし，その

石油削減分には原子力や海外石炭などの代替エネルギ

ーを当てることになっている．

石油代替エネルギーの主力である原子力や海外石炭

も外国に依存しているから，これらにしてもいつかは

石油と同様な事Ｉ情に遭遇するであろう．そこで，外国

の情勢に大きな影響を受けないところの純国産である

ローカルエネルギーが注目されてきた．ローカルエネ

ルギーは低密度であり，小規模地域分散型である上に，

季節的，時間的，地形的などに不安定な要素を有して

いるが，従来の大規模集中型供給エネルギーを補完す

る意味も含めて，代替エネルギーの重要な供給源であ

る．したがって，ローカルエネルギーの有効利用は，

石油消費の軽減，国産エネルギーの量的拡大，地域社

会のエネルギーセキュリティの確保などにとどまらず，

地域社会の振興と福祉の向上，公害防止，廃棄物対策

等に貢献する利点がある．

ローカルエネルギーには，中小水力，地熱，太陽，

風力，海洋（波力，潮汐，海流，温度差)，天然ガス，

バイオマス（植物資源の燃料化など)，廃熱・廃棄物

などがある．これらの中でも公的機関で処理されてい

るし尿及びごみからの廃棄物エネルギーに焦点をあて

てみた．最近新設のし尿処理施設や大都市の大型ごみ

処理施設では，廃棄物エネルギーの有効利用として，

消化メタンガス発酵システムやごみ発電システムなど

が採用されている．しかしながら，従来からの中小規

模の処理施設では，廃棄物エネルギーの利用がほとん
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どなく，未利用エネルギーとして無駄に大気へ放出し

ている現状である．

本報告では，鹿児島県下における昭和54年度のし尿

及びごみ処理状況の調査を行った結果を基にして，し

尿及びごみからの廃棄物エネルギーの大きさを推定し

ている．そして，これらの廃棄物エネルギーがローカ

ルエネルギーとしての有効利用できることを考察して

いる．

２．調査結果

２．１し尿処理状況

鹿児島県におけるし尿処理施設別区分を図１に，昭

和54年度のし尿処理状況等一覧を表１に，昭和54年度

月別し尿処理状況例を表２に示す．図１における区分
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を示す記号は，表１及び表２の記号を表わしている．

表１において，推計人口は昭和55年２月１日現在'）

の各市町村人口の推計である．期待排出量は表３に示

す全国のし尿処理状況2)から推定した１人１日あたり

の排出量を１．５′として算出している．処理方式の

"消化''は加温式消化法，“消活”は消化活性汚泥法，

"酸化”は酸化方式などである．期待処理量は可動率
｡

80％とした１年の可動日を292日として算出した処理

能力からの値を表わす．消化ガス使用量はし尿処理過

程のメタン発酵槽で発生した消化メタンガスの使用量

である．重油使用比は重油使用量(′）を収集量（処理

量）（kl）で除した値である．消化ガス可採量は収集

量１ｋｌあたり消化メタンガス発生量を８，３として

算出している．消化ガス使用率は消化ガス使用量を消

化ガス可採量で除した値である．充足率は期待処理量

を期待排出量で除した値である．

鹿児島県下には14市73町９村があるが，このうちの

16町９村には公的機関のし尿処理施設がない．県全体

のし尿処理施設の充足率は53％と極めて低い．し尿処

理施設のない町村及び充足率の低い市町村では，たい

肥化による農村還元，海洋投棄あるいは埋立などでし

尿を処理している．鹿児島市の充足率が悪くなってい

るのは，鹿児島市公共下水処理施設及び昭和54年度処

理状況3）を表４に示すように，水洗化によるし尿処理

が行われているからである．また，県全体の消化ガス

使用率は65％と満足な状態でなく，各処理施設におけ

る消化ガス使用率は０から120％までと大きな幅があ

る．一般に消化ガス使用率の低い処理施設は，発生し

た消化メタンガスを貯蔵するのに十分なガスタンクを

保有していないので，小さなガスタンクが消化ガスで

表３全国のし尿処理状況

里嘩猛開ｎ台時算Ｉ

浬八、

理１緯

106,645

(98.8％）

14,787

13,431

千人

110,034

(99.4％）

16,782

15,597

千人

111,554

(99.3％）

18,832

17,532

千人 千人

112,589

(98.9％）

２０，３８７

１９，０４０

７３１６２

表４鹿児島市公共下水処理施設及び昭和54年度処理状況

1門不Ｕｈ４士

４０８０【

１１６０【
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満杯になると，入りきれない余分な消化ガスは大気で

燃焼放出している現状である．

２．２ごみ処理状況

鹿児島県におけるごみ処理施設別区分を図２に，昭

和54年度のごみ処理状況等一覧を表５に，昭和54年度

月別ごみ処理状況例を表６に示す．図２における区分

を示す番号は，表５及び表６の番号を表わしている．

3２

３

－ －－

表５において，推計人口は昭和55年２月１日現在1）

の各市町村人口の推計である．期待排出量は表７に示

す全国のごみ処理状況2)から推定した１人１日あたり

の排出量を0.8ｋｇとして算出している．処理方式の

"機．パ”は機械化パッチ燃焼式，“連続'’は連続燃焼

式，“パッチ，’はパッチ燃焼式などである．期待処理

量は可動率80％とした１年の可動日を292日として算

131｡

図 ２ごみ処理施設別区分
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1
1
7
0
2
機
・
（

4０
1
1
6
8
0
4
1
3
2
7

4
6
9
6

5
0
6

5
3
4

5
2
6
7

9
2
1
8

1
.
8

知
覧
町

1
4
9
4
0

4
3
6
2
機
・
（

1４
4
0
8
8
1
5
1
4
8

1
7
1
4

2
3
5

1
8
2

1
9
3
1

枕
崎
市

3
0
0
1
3

8
7
6
4
機
・
（

2０
5
8
4
0
3
0
2
8
2

5
6
3
5

1
4
7
6

2
8
4
0

坊
津
町

7
3
6
2

2
1
5
0
バ
ッ
チ

５
1
4
6
0

7
6
0
4

1
4
7
3

4
4
5

2
1
6

笠
沙
町

5
7
3
7

1
6
7
5

大
浦
町

3
9
7
5

1
1
6
1

加
世
田
町

2
5
2
3
0

7
3
6
7
機
・
（

1２
3
5
0
3
2
5
7
9
4

2
5
3
0

1
2
6
9

6
7
2
7

2
1
0
4

3
2
0
0

1
.
5

川
辺
町

1
7
9
2
8

5
2
3
5
機
・
（

1４
4
0
8
8
1
8
3
9
7

1
7
4
2

4
8
6

4
1
9
0

2
9
4
2

2
3
0
0

0
．
７
８

金
峰
町

1
0
2
9
6

3
0
0
6

吹
上
町

日 松
吉 一 九；
町 町

伊
集
院
町

東
市
来
町

1
1
9
5
7

7
0
4
9

8
4
0
7
1
7
5
5
2
機
・
（

5０
1
4
6
0
0
5
8
3
9
4

3
6
1
8

3
0
3
6

3
6
1
8
4
3
0
0
0
1
1
.
9

市
来
町

7
5
0
9

2
1
9
2

串
木
野
市

3
0
8
9
2

9
0
2
1
准
連

4０
1
1
6
8
0
3
1
1
6
5

3
8
6
7

8
5
8

1
2
9
6

4
8
4
2
3
2
4
0
2

6
.
7

川
内
市

1
8
8
1
0

樋
脇
町

8
2
0
0

2
3
9
4
バ
ッ
チ

２
5
8
4

2
7
2
2
(5
61
）

(5
62
）

東
郷
町

6
4
3
5

1
8
7
9
バ
ッ
チ

１
2
9
2

6
6
4
0
(2
46
）

(2
47
）

阿
久
根
市

野
田
町

高
尾
野
町

出
水
市

2
9
7
2
9

5
3
2
3

1
2
5
7
7

3
8
9
0
0

2
5
2
6
6
機
・
（

5６
1
6
3
5
2
8
6
4
3
8

9
0
2
3

1
5
9
8

6
3
2

9
0
2
3
9
8
8
5
0
1
1
.
0

長
島
町

1
8
3
5

5
3
6

東
町

2
5
6
6

7
5
0



充
足
率

の 』

表
５
昭
和
５
４
年
度
の
ご
み
処
理
状
況
等
一
覧
（
そ
の
２
）

番
号

厨 面 恥 汁 惟 Ｈ 椛 嬰 電 器 慈 班 拙 麗 叩 （ 届 霞 ）

一 一

－
’ 一 1８ 1９

２ ６ ８ ０ ７ ２ ３ １６ ９ ０ ３ ８ ３ ３ ４● ● ■ ● ● ● ● ●

０ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

1５ １６ 1７

０ ０ ０ ０ ０
．
９
３

０
．
７
４

２２
－

羽

０

一 二 一 一 一

市
町
村
名
推
計
人
口

(人
）

期
待
排
出

量
(
ｔ
）
処
理
方
式
処
理
能
力

(
ｔ
／
日
）

期
待
処
理

量
(
ｔ
）

収
集
人
口

(人
）

収
集
量
（
ｔ
）

可
燃
物
量
不
燃
物
量

直
接
搬
入

量
(
ｔ
）

焼
却
量

(ｔ
）

重
油
使
用

量
(
２
）

重
油
使
用

比
(
４
/
t
）

宮
之
城
町

鶴
田
町

入
来
町

祁
答
院
町

薩
摩
町

1
9
5
2
3

5
2
4
6

6
6
0
8

5
5
9
4

5
9
2
6

1
2
5
2
6
機
・
（

2０
5
8
4
0
1
6
7
5
0

2
4
3
6

1
5
2
0

3
2
0

2
4
3
6
6
4
8
5
0
2
6
.
6

大
口
市

菱
刈
町

2
7
5
4
1

1
0
8
2
8
1
1
2
0
4
機
・
（

2
7
.
5

8
0
3
0
3
8
6
1
8

1
6
1
6

1
8
2
2

1
6
1
6
1
5
1
1
1
0
9
3
.
5

吉
松
町

4
8
1
7

1
4
0
6

栗
野
町

牧
園
町

横
川
町

９
３
０
８

１
１
７
２
７

６２
２６

7
9
6
0
機
・
（

2２
6
4
2
4
2
6
7
7
5

2
2
7
3

5
2
3

3
1
6

2
4
5
9

4
5
7

0
．
１
９

郡
山
町

7
8
0
3

2
2
7
8

吉
田
町

蒲
生
町

姶
良
町

加
拾
木
町

溝
辺
町

7
3
1
4

8
4
3
8

3
1
2
3
9

2
2
4
1
5

７
３
７
３

2
2
4
1
9

く く
ノ ノ
● ●
機 機

5０ ２５

2
1
9
0
0
7
7
0
5
4

8
0
2
2

3
8
4
3

8
0
2
2
3
3
0
0
0

4
.
1

隼
人
町

国
分
市

霧
島
町

福
山
町

2
7
8
0
3

3
4
8
2
1

6
1
3
9

7
7
5
4

2
2
3
4
3
機
・
（

5０
1
4
6
0
0
7
6
1
7
3
1
1
6
2
7

2
4
6
9

1
1
6
2
7
9
6
6
5
0

8
.
3

財
部
町

1
1
9
5
5

3
4
9
1

末
吉
町

2
1
1
6
0

6
1
7
8
バ
ッ
チ

５
1
4
6
0
2
1
4
0
1

4
6
8
6

2
7
3
7

1
7
9
4

4
6
8
6

5
0
0
0

1
.
1

志
布
志
町

2
0
1
6
7

5
8
8
9
バ
ッ
チ

５
1
4
6
0
1
3
7
2
2
(3
12
5）
(3
12
5）

2
0
0
0
(0
.6
4）

松
山
町

5
5
1
0

1
6
0
9

有
明
町

1
2
4
3
3

3
6
3
0

大
隅
町

1
6
1
9
7

4
7
3
0
バ
ッ
チ

５
1
4
6
0
1
6
6
1
3

5
5
3
8

1
0
6
0

6
5
9
8
1
3
0
0
0

2
.
0

輝
北
町

5
5
2
5

１６
１４

大
崎
町

1
7
4
7
2

5
1
0
2

東
串
良
町

8
3
2
8

2
4
3
2

串
良
町

1
3
6
8
5

3
9
9
6

高
山
町

1
0
3
6
2

5
7
7
8

吾
平
町

7
5
4
7

2
2
0
4

内
之
浦
町

7
1
5
3

2
0
8
9
バ
ッ
チ

５
1
4
6
0

6
8
2
7

1
0
6
4

1
8
7
1

1
0
6
4

2
0
0
0

1
.
9

鹿
屋
市

7
2
3
8
2
2
1
1
3
5
機
・
（

4０
1
1
6
8
0
7
0
8
5
2
1
4
5
2
6

5
0
0
0

3
0
2
2

5
9
3
5



表
５
昭
和
５
４
年
度
の
ご
み
処
理
状
況
等
一
覧
（
そ
の
３
）

充
足
率

番
号

工
水
市
０
６
機
８
４

大
ホ
占
町

機
代

キ
町
４
６

（
多
町
４
６

上
８
４

鹿
島
村

下 西
之
表
市
８
０
機

子
町
６
４

町
４
４
機

屋
町
８
５
機

機

４
７
２
９

大
根
占

田

該 茸 ・ 閉 望 ・ 幹 鼎 函 口 １ 計 ぞ Ｈ 勢 』 で 牝 １ 代 で パ Ｓ 調 糊 書 望 罰 ？ Ｓ ｌ 拙 粥

1
．
２
１

3８ ■
、
丑
屈
■
厭
困
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
I
■
■
■
■
■
■
■
■
■

星
雲
奉
雲
墨
星
雲
察
昌
騨
黒
黒
黒
黒
豊
里
黒
男
昌
畳
黒
黒
黒
黒

■
醇
弼
■
■
両
面
■
爾
面
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
皿

、
■
爾
沼
■
■
開
■
■
閲
＝
弓
一
■
、
■
胃
而
■
■
砿
日
日
■
閥
、
三
＝
＝
＝
■
亜

四
阿
耐
■
■
而
固
閲
＝
ー
■
開
■
扉
閉
■
厨
、
■
爾
画
＝
ー
ー
＝
唾

■
圃
耐
■
■
同
而
国
閲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
I
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
I
■
■
■
■
■
■
■
■
■
皿

理
堅
理
堅
塁
里
堅
喫
喫
黒
黒
里
堅
堅
里
竪

■
■
墨
屈
一
利
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

－
－
－
－
－
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
皿

■
開
聞
■
■
露
顕
■
■
照
冒
■
■
扉
冒
画
困
蒋
洞
詞
■
ｍ
■
耐

８
９
８
１

① 、

１
４
６
０
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軍
罵
奏
罰
望
篭
汀
哀
皿
遡
叶
話
辱
智
の
蝋

〕
叩
ゆ
わ
品

四
麺
命
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１‐衿1111昼
つ
［
ず
ｍ

ｍ
雨
の
、

［
函
の
西

【
寸
叩
［

つ
い
①
や
①

ト
国
①
［
［

卜
⑳
寺

①
唖
寸
国

Ｃ
［
【
［
ぬ
［

①
［
①
［

つ
め
四
四
①

ｍ
函
つ
の

函
つ
寸
函
、

函
葛
寸

ｇ
①
詞

芯
冨

つ
つ
［
卜
［
［

【
国
［
つ
つ
［

ｌ巾鞄Ｉ ~

叶
昭
黒
聖

正
面

正
函

国司

門

①
の
雨
寸

つ
①
ト
ト

卜
①
の
』

』
ぬ
西
①

画
①
唖
卜

つ
の
①
↑

○
つ

守
①

〈ｐ ＠
国

。
つ

園
［

ＬＯ《Ｃ

つ
ｏ

［
ト

《｡ ①
函

①
誌

卜
因
め

Ｏ〕ｔ～
寸
函

国
雨
門

園
の

［
雨

寺 ＠
国

ｏ
つ

め
卜

t～Ｃｑ
［
［

つ
つ
つ
つ
［

＠
ぬ
④

つ
。

①
の
[～－

言

つ
国
函
［
［

的
寸
［

つ
①
四
①

》
［
［

つ
の

つ
国

門口つ
つ
胃

t～つ
つ
画

い
ぬ
戸

･

こつ
｡》
門

つ
①

○
○
○
』

［
ぬ
①

つ
圏
』

め
い
ト

つ
つ

め
つ

｡〕ＣＹつ
一

門

ト
マ
胃
［

［
ｍ
［

ｍ
ｍ

ｍ
つ
~ピコ

つ
①

』
因
再《Ｃ

t～
の
国

つ
》

｡､つ
駒
函

ｍ
函

ぱうつ
ず
つ

の
園
戸

叶
蔀
辱
智

唾
函
［

、ご

目

唾
つ
［

正
①

皿
西

正
卜

唾
①

正
ぬ

唾
寸

ト
ぬ
い
の

雨
》
ぬ
』

葛
①
卜

⑩
》
ぬ
卜

や
①
［
①

》
因
め
ぬ

［
つ
の
や

ゆ
国
ト
ト

ざ
寺
つ
［

⑱
因
め
ぬ

唖
卜
函
⑭

零
ｍ
ｍ
門

や
［
の
①
［

つ
つ
国
の

○
ぬ
卜
画

①
つ
い
①

①
［
碗
函
［

［
雨
［
の

つ
○

つ
①
[～〈０

○
つ

＠
ぬ
LＯ の
函

。
。
①
函

因
ゆ
め

ぴうつ
つ
つ

［
の
０コ

つ
つ
④
［

函
謬

○
つ
＠
国

四
国
卜

○
つ
因
め

ぬ
［
④

①
ト
《、

つ

つ
つ
＠
面

［
詔

国
［
つ
［

西
い
》

○ｔ～
月･ユ
ョGＯＯ

門

の
、
》
［

》
①
》

［
ト

つ
①

CYう CYつ
門

》
【
』
飼

い
ト
の

国
【

の
》

守 寺
門

胃

ｍ
＠
つ
》

ぬ
寸
飼

寸
函
っ
ぺ

つ
①
》

つ
の
［
［

ず
［
》

つ
つ
唾
国

因
函
ト

つ
つ

の
①
《０ 』
、

○
つ
①
［

』
国
卜

・
つ
◎
＠
ｍ

ぬ
い
の

○
つ
①
西

唖
函
西

つ
ｏ

国
の

0０ぱう
、
［

つ
つ

寺
ぬ
t～ 画
ト

つ
つ
寺
。
［

卜
つ
四

つ
い
》
［

甜
卜

胃

つ
め

』
め

門ＣＹう
、
［

つ
［
①
函
［

［
、
［

つ
の
函
の

の
①

つ
＠

ｍ
つ

ＲＧｑ

閏

つ
ぬ
［
』
［

寸
四
［

つ
め
の
》
［

［
ぬ
【

つ
○
国
①
［

つ
め
［

。
［

の
①

門司４
CY〕
門

つ
い
》
つ
［

ぬ
》
［

〔Y>つ
つ
函

西
の
~

つ

《◎つ

詞．

こつつ
○
国

函
つ
ＣＱ

つ

国
［

①
つ
。』

”
ぬ

師
函
ＣJＣＪ

つ
め

ぬ
国
Cｑ

胃

つ
函

t－
門

○
つ
ぬ
い

［
、
つ
［

つ
Ｃ
寸
＠

℃
［
の

つ
つ
①
の

［
ぬ
の

Ｃうつ
叩
画

［
の

《Ｃ

つ
ぬ
の
①

』
つ
［
［

つ
つ
マ
ト

＠
ず
［
［

つ
つ

》
の
｡》 ト
ト

つ
ぬ
』
①

ぬ
い
の

[～･
ぬ
い

①
、
。
門

C,』

閏
つ
①

ｕつ胃
叩
［

［
［

寸
函
寺

①
》
［

［
ぬ

の
［

門ＬＯ

の
①
画

①
》
［

の
函

唖
、
門 ｍ
［

ゆ
め
ト

ゆ
め
［

［
ぬ
の

＠
ぬ

ｍ
卜
ぬ
［

ト
面
［

つ
つ
［

⑭
①
国

つ
い

①
の
C,』

唖
卜
ＣＪ

つ

つ
Ｃ
函

の
唖
因

つ
因
め

ぬ
つ
め

つ
め
卜

ｍ
［
、

Ｃ
導

師
卜
国

Ｏ〕･
ｍ
［

①
函

守つ
つ
［

ぬ
函

話
騨

（
ご
咽
旺
埋
里
倒

（
ご
噸
霜
選

（
ご
咽
旺
埋
淫
倒

（
ご
咽
景
誤

（
ご
咽
旺
埋
毘
倒

（
ご
咽
粛
埋

（
ご
咽
旺
埋
淫
糊

（
ご
咽
景
壊

（
ご
咽
匪
埋
更
細

（
ご
咽
請
婆

（
ご
咽
匪
埋
里
細

（
ご
咽
霧
輩

（
ご
咽
旺
浬
濯
制

（
ご
咽
請
壊

（
ご
咽
旺
埋
更
倒

（
ご
咽
霜
選

（
ご
咽
展
望
埋
細

（
ご
咽
雨
輩



45,170

32,003

２４９

２０

２３

１，５８２

6７

54.6

30.2

０．２

０．０

表７全国のどみ処理状況

57.8

28.1

０．２

０．０

千人

１０６６４５
千人

１１００３４
千人

１１１５５４

千人

１１２５８９

７６５ ７８１ ７７６
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出した処理能力からの値を表わす．収集量の（）は

混合収集の場合であるから，収集量を可燃物量と不燃

物量に２分して記入してある．重油使用比は重油使用

量（′）を焼却量（ｔ）で除した値である．充足率は

期待処理量を期待排出量の75％で除した値である．す

なわち，期待排出量の７５％が可燃物量4)であると仮定

している．

鹿児島県においては，１市20町４村に公的機関のご

み処理施設がない．県全体のごみ処理施設の充足率は

100％と良好である．ただし，各処理施設における充

足率は０から350％までと非常に大きな幅がある．こ

のことは，ごみ処理施設のない，あるいは充足率の低

い市町村などもあるが，最近に新設した処理施設は将

来の処理量の増加を見込んで少し大型にしているため

に，充足率が100％を越えている施設も多くなってい

るからである．なお，ごみを収集しない地域及び収集

量の小さい地域では，ごみの一部をたい肥化して農村

に還元し，残りを埋立などによって処理している．

３．考察

３．１し尿からの廃棄物エネルギー

し尿から得られる廃棄物エネルギーは，し尿処理過

程において発生する消化メタンガスによるエネルギー

である．一般にし尿1klあたり消化メタンガス約８，３

を発生する．この消化メタンガスは，し尿処理におけ

る消化発酵促進の熱源及び残さ焼却の燃料として利用

される．そのほかに鹿児島県においては，一部の処理

施設内の暖房及び給湯に用いられている．消化メタン

雛臓"鋤
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図４し尿処理施設別のエネルギー消費割合

ガスの組成は，メタン系炭化水素63から75％，二酸化

炭素23から30％，硫化物０．５から１％となっており，

発熱量は約6000ｋcal/ｍ３で，純粋なメタンガスの発

熱量9500ｋcal/Ｎｍ３に比較して小さくなっている．

鹿児島県における昭和54年度のし尿処理量分布を図

３に示す．し尿処理における発酵熱源と燃料には，主

として重油か発生消化メタンガスが使用されているが，

両者を効果的に利用する施設も多い．表１において，

鹿児島県全体の重油使用比は３．８′/ｋｌであるが，各

処理施設ごとでは１．２から２５．５′/klの広い範囲とな

っている．発生消化メタンガスの使用率が低い処理施

設は，重油使用比が高くなっている傾向にあり，特に

リ

Ｉ
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l型U,

6８

値の１４．３ｋcal/klから高い値の235ｋcal/klまである

が，平均６５．７ｋcal/ｋｌとなっている．エネルギー消

費割合の最も大きな処理施設は，消化メタンガスは全

然利用せずに，しかも残さは固形状になるまで燃焼処

理している．

一方，一般の下水処理場において，活性汚泥法によ

る処理5)では，下水１，３を処理するのに０．２から0.3

kWhの電力を消費する．発生する汚泥消化ガスは，

メタン60から65％，二酸化炭素35から40％，窒素や硫

化水素などを少量含み，低位発熱量は5000から７０００

kcal/Nm3である．

鹿児島県における昭和54年度の消化メタンガスの可

庇児凪県秘
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消化メタンガスを全然使用しない処理施設では重油使

用比が最も大きくなっている．処理施設の改築あるい

は新築の予算，ガス貯蔵タンクなどの設備費などの問

題もあろうが，長期間にわたる大量の重油使用による

費用を計算すると，消化メタンガスを十分に利用でき

るだけのガスタンクの設置への配慮をする必要がある．

重油及び消化メタンガスによる使用したエネルギー

について，し尿１ｋｌを処理するのにどれだけの熱量

(kcal）を消費するかを各施設ごとに比較してあるの

が図４である．ただし，重油の発熱:量を9200ｋcal/′，

消化メタンガスの発熱量を6000ｋcal/ｍ３としてある．

エネルギー消費割合は各処理施設ごとによると，低い
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潔

鹿児島県においては，一部の施設で給湯に使用してい

るだけである．一般に都市ごみ(産業用廃棄物は除く）

の組成は，有機物52.7％，無機物20％，水分20％，そ

の他が数％となっており，低位発熱量6)は1300から

1800ｋcal/kｇである．

鹿児島県における昭和54年度のごみ焼却量分布を図

５に示す．ごみの燃焼には重油を使用しているが，ご

みにおける可燃成分が25％以上，不燃物が55％以下，

水分が50％以下では，ごみは着火後に自燃する．表５

によると，重油使用比は，県全体が４．３ノ／ｔとなっ

ているが，各処理施設ごとでは0.18から93.5′／ｔと

かなりの1幅をもっている．重油使用比の小さい処理施

ＭＴＩ兄恥曝

採量は約3.56×106,3で，これを熱量に換算すると約

2.14×10'0ｋcalである．しかし，消化メタンガスの使

用型は約2.31×106,3で,熱量に換算して約1.39×

1010ｋcalである．これらの差の約０．７５×10'0ｋcalの

熱量，重油に換算して約815k１（ドラム缶約4100本相

当）が無駄にすてられているのである．これをし尿処

理に有効利用するならば，重油使用量は半減すること

になる．

３．２ごみからの廃棄物エネルギー

ごみから得られる廃棄物エネルギーは，可燃物ごみ

の焼却によって発生する熱エネルギーである．この熱

エネルギーは発電，冷暖房，給湯などに利用できるが，

螺

1コ１．

j２，

。
，
０
０
０
８
０

'､《Ｚ参

守
り
Ｇ
ｐ

説
①
●
凸

６
●
●

。
、
●
■

ず
。
ｏ
〆

●
￥
勺
・
ざ
ふ
・
’
・
Ｐ
。

！
Ｏ
・

”
。
」
ロ
ｈ
函
四
Ｆ
”

毘

・（
塵
～
”
ず

6９

］

gOjjUM1

図５昭和５４年度のごみ焼却：量分布

単位:×'０３ｔ

□｡､5未満

画0.5～2..未満

塵ﾖ2.0～5.0未満

麹5.0～,。未満

■,｡以上
０，。

０
■
０
０
９
。
●
●
■
巳

■

･ｊｏ９４Ｃｏも｡
.､.;.･４

．r■｡■凸

弔F１ｏＰｏｏ４
・・１．．，

蕊ijノ

繭･謹蕗
Ｃｏｏ:ＣｏＣｏ｡
●●●誼｡白●■

0●●ず夢ゆ･･

。。●●ヘ・・・
●●b●』□①｡

←ママ-5,,aロニマ
●弓p■■●eら

寵:篭
■●◆●･

や●●?■



7０ 鹿児島大学工学部研究報告第２３号（1981）

設は，種火程度の火付けに重油を使用し，それ以後は

ごみの自燃で焼却処理できることを意味している．し

かし，重油使用比の大きい処理施設は，火付き状態が

悪く，ごみの自燃が不完全なために余分な重油を使用

しているので，焼却炉の構造及び燃焼方法を再検討す

る必要があろう．

月別のごみ処理状況例を示した表６によると，重油

使用量は梅雨などの雨期，それに夏期及び年末・年始

が多くなっている．これは，雨期はごみに湿気が多い

こと，夏季及び年末・年始は水分の多い野菜や果実の

くずが多く出ることによるものと思われる．

鹿児島県における昭和54年度のごみ焼却量は約2.24

×105ｔで，熱量に換算すると約3.14×1011ｋcalであ

る．ただし，ごみの発熱量を1400kcal/kｇとして計

算してある．これを重油に換算すると約3.41×104kｌ

(ドラム缶約17万本相当）がほとんど未利用エネルギ

ーとして大気に放出しているのである．この大量の熱

量は，都市部の処理施設では発電，各種工場の熱源，

冷暖房，給湯，温室栽培などに，町村部の処理施設で

は暖房，給湯，温室栽培などに利用することができ

る．

4．結旨

し尿処理及びごみ処理における廃棄物エネルギーは，

ほとんどが未利用エネルギーとして大気へ放出されて

いるが，都市部の人口集中地域ほど効率よく，しかも

有効にローカルエネルギーとして利用できる．そして

町村部の人口分散地域であっても，ローカルエネルギ

ー・システムによって，太陽熱，地熱やバイオマスな

どのエネルギーといっしょに取扱えば，効果は一層上

昇する．とくに将来の石油不足時代において，小規模

のローカルエネルギーであるが，重要な役割を分担す

ることに期待できる．

終りに，本調査において御協力いただいた鹿児島県

企画部開発課の宮野豊稔氏及び調査資料の提供を受け

た鹿児島県衛生部環境保全課に謝意を表します．
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